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◆
労
災
事
故
の
特
徴
を
考
え
る 

䣓
最
近
や
た
ら
と
労
災
が
多
い

な
あ
䣔
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
䣍
こ

こ
１
年
の
労
災
保
険
請
求
を
集
計

し
て
䣍
特
徴
を
調
べ
る
ま
し
た
䣎 

①
１２
件
の
う
ち
䣍
業
務
上
の
災
害

は
１０
件
䣍
通
勤
災
害
は
２
件
䣎 

②
業
種
別
で
は
建
設
業
が
６
件
䣍 

             

  

  

   製
造
販
売
・
サ
䤀
ビ
ス
が
２
件
䣍

介
護
・
運
送
が
１
件
䣎
③
入
院
し

た
事
故
は
７
件
䣍
通
院
が
５
件
䣎 

④
発
生
理
由
は
建
設
業
の
三
大
災

害
䥹
転
落
・
墜
落
䣍
倒
壊
䣍
重
機

と
接
触
䥺
䣍
介
護
中
の
転
倒
䣍
ト

ラ
䣹
ク
荷
台
か
ら
の
転
落
な
ど
䣎 

⑤
業
務
災
害
は
䣍
䣓
ヒ
䣻
䤀
マ
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エ
ラ
䤀
䣔
に
あ
た 

る
災
害
が
大
半
で 

今
後
の
事
故
防
止 

に
つ
な
げ
る
こ
と 

が
大
切
で
す
䣎 

◆
複
数
事
業
労
働 

者
に
気
を
付
け
て 

兼
業
し
て
い
る 

労
働
者
が
労
災
事 

故
で
休
業
す
る
場 

合
は
䣍
賃
金
を
合 

算
す
る
こ
と
に
な 

る
の
で
䣍
注
意
が 

必
要
で
す
䣎 

䣗
最
下
段
の
表
参
照
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「介護処遇改善」講義風景 
（社労士開業予備校にて） 

  

昨年と同じ？ 受講者が違います 

複数事業労働者が労災で休業した場合の労災保険請求（令和 2 年 9月 1 日より） 
 

★A 社（月給 20 万円）・B 社（月給 10 万円）で働く C さんが A 社で労災事故に会い 1 ヵ月休業 

【以前は】             【今では】 

・A 社の労災保険番号を使い、    ・A 社の労災保険番号、A 社の休業証明だけでなく 

A 社の休業証明を受ける       B 社の労災保険番号、B 社の休業証明も必要 

・給付額は 20 万円×8 割＝16 万円   ・給付額は（20 万円＋10 万円）×8 割＝24 万円 

２
・
３
面
は
特
集
記
事 

よ
く
あ
る
事
例
は
？ 

複
数
事
業
労
働
者
と
は
？ 

ここ１年で１２件の労災事故発生！ 
（当事務所が労災保険請求した事故） 

製造販売 業務災害 足の軟骨損傷（運搬） 

サービス 業務災害 足の骨折（着地失敗） 

建設・斫り 業務災害 下敷き（壁の倒壊） 

建設・解体 業務災害 眼のケガ（解体物飛来） 

建設・解体 業務災害 足の骨折（転落） 

製造販売 通勤災害 打撲（交通・自損事故） 

建設・解体 業務災害 足の骨折（重機と接触） 

サービス 通勤災害 ムチ打ち（交通事故） 

建設・解体 業務災害 足の骨折（重機と接触） 

介  護 業務災害 足の捻挫（転倒） 

運  送 業務災害 背中の打撲（転落） 

建設・造園 建設災害 手のケガ（のこぎり） 

 

今
年
の
テ
勖
マ 

 
 

中
小
企
業
の
サ
ポ
勖
ト 

と 

働
く
者
の
安
全
衛
生 

助
二
兎
を
追
う
努
一
年
に 
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      社 

長 

前
に
䣓
残
業
代
の
計
算

が
変
わ
る
䣔
と
か
言
䣬
て
な
か
䣬

た
䣬
け
䣎 

社
労
士 

４
年
間
の
猶
予
が
終
わ

り
䣍
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
䣎 

社 

長 

そ
れ
は
早
く
言
䣬
て
ほ

し
い
も
の
や
ね
䣎 

社
労
士 

シ
䣼
䣹
ク
を
受
け
ら
れ

る
と
思
䣬
て
䣎
中
小
企
業
の
割
増 

   

            

     支
援
一
時
金
䥺
に
つ
い
て
説
明
し

賃
金
率
が
下
表
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
䣎 

社 

長 

６０
時
間
が
ポ
イ
ン
ト

か
䣎
う
ち
は
毎
日
２
時
間
程
度
の

残
業
は
あ
る
け
ど
䣍
大
丈
夫
や
䣎 

社
労
士 
２
時
間×

２２
日
䥾
４４

時
間
䣎
土
曜
出
勤
が
３
日
と
し
て

８
時
間×

３
日
䥾
２４
時
間
䣎
合
計

で
６０
時
間
を
超
え
る
の
で
は
？ 

            

社 

長 

そ
う
か
䣎
残
業
時
間
を

減
ら
す
こ
と
を
考
え
な
あ
か
ん
と

言
う
こ
と
か
䣎
そ
も
そ
も
䣍
こ
の

改
正
？
は
い
つ
決
ま
䣬
た
ん
や
䣎 

社
労
士 

中
小
企
業
の
割
増
率
は

平
成
３０
年
䣓
働
き
方
改
革
関
連

法
䣔
で
す
が
䣍䣓
今
は
昔
䣔
の
感

が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
䣎
中
小
企
業

と
大
企
業
の
基
準
を
同
じ
に
す
る

の
は
か
な
り
無
理
が
あ
り
ま
す
䣎 

社 

長 

そ
ら
䣍
そ
う
よ
䣎
そ
れ

な
ら
䣓
ア
レ
䣔(

税
制
？)

も
大
企

業
並
み
に
優
遇
し
て
ほ
し
い
わ
䣎

社
労
士
ど
割
増
賃
金
だ
け
に
䣓
割

と
ま
し
䣔
な
ご
意
見
で
す
ね
䣎 

            

                           

      

編

集

後

記 
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▼
５
周
年
記
念
号
の
䣓
い
ろ
は
か

る
た
䣔
の
様
な
䣓
ひ
ね
り
䣔
は
あ

り
ま
せ
ん
が
䣎
オ
䤀
ソ
ド
䣹
ク
ス

に
１０
年
を
振
り
返
る
特
集
記
事
と

し
ま
し
た
䣎 

▼
コ
ロ
ナ
も
収
ま
䣬
て
い
な
い
の

に
䣍
物
価
高
騰
に
よ
る
仕
入
・
経

費
増
䣍
雇
用
調
整
助
成
金
も
打
切

り
予
定
と
䣍
中
小
企
業
に
は
厳
し

い
冬
が
続
き
ま
す
䣎
せ
め
て
負
担

増
に
な
る
法
律
の
施
行
日
の
延
期

な
ど
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
䣎 

だから映画はおもしろい 
ｖol.５１  

ラーゲリより愛を込めて 

(2022 年、日本) 

 

●本作は実話にもとづく「フィクション」

ですが、「シベリア抑留」問題を掘り起こ

し、後世に語り継ぐ上で、重要な役割を果

たしていると思います。現在、好評上映中

なので、ストーリーには触れません。 

●抑留された人々が最後に帰還したのは昭

和３２年。筆者が生まれる１年余り前のこ

とでした。子どもの頃は周囲に抑留経験者

がいましたし、中小業者団体で働くように

なってからは年配の会員さんから、強制労

働の体験を聞く機会があり、「シベリア抑留

展」に参加したこともあります。 

●過去には五味川純平原作、小林正樹監督

仲代達也主演の『人間の条件』が有名で、

全３作９時間半を１日で鑑賞したことが思

い出されます。本作はそれ以来の本格的な

「シベリア抑留・強制労働」をテーマとし

た映画です。 

●かって、第２次世界大戦の全体像をファ

シズムの侵略戦争、社会主義の祖国防衛戦

争などの要素に分けて考える論調がありま

した。しかし、スターリンによる「シベリ

ア抑留」は国際法違反の領土拡張主義によ

る蛮行に過ぎず、現在のロシアによるウク

ライナ侵略につながるものです。 

●本作は人気タレント・二宮和也の主演も

あり、映画館には多くの若者が足を運んで

います。『硫黄島からの手紙』『母と暮らせ

ば』にも出演した二宮の熱演が光ります。 

昨年末にタモリが語ったように今年が「新

しい戦前」にならないように。「大軍拡」よ

りも戦争体験を伝える文化・芸術振興にも

う少し予算を使えないものでしょうか。 

᷷
働
き
方
改
革
᷸
問
答 

① 
残
業
代
⍿
␾
割
増
⎊
⎞
⎝
⎾
？

⎙
⍬ 

中小企業の割増賃金率を引き上げ！ 

 

 

 ６０時間以下 ６０時間超 

大企業 ２５％ ５０％ 

中小企業 ２５％ ２５％→５０％ 

 

１ヵ月間の時間外労働と賃金の割増率 

（1日 8 時間・1週 40 時間を超える労働時間） 

・ 


